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　I suggest high in publicity architecture that everyone can use it at tthe time od the daily life and the all 
peopole can use it at the time of the non-daily life. This is because it think that a building can support people 
as a center of the region if I suggest it.
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　人々の日常生活を支える一方で、自然災害という非日常的事態に対しても建築を通して何かできることはない
か。日常時には誰もが利用することができ、非日常（自然災害）時には万人が利用できるような極めて公共性の
高い拠点となる建築は、町や地域に住まう人々にとっての支えになるのではないだろうか。本計画では、東日本
大震災によって被災した地方都市の日常と非日常の両方を兼ね揃えた地域拠点施設を再考することで、地域の
人々が安心して暮らせ、人々をいやすような町を考える。
　敷地は北茨城市磯原町。磯原町はかつて日本有数の
炭鉱地として町を支え、石炭の輸送基地として磯原駅
が誕生し、現在の駅の東口を中心に町が栄えていっ
た。現在では石炭に代わって、工業団地が町を支える
源となっている。現在の駅の西口は土地整理事業に
よって車社会化が進み、逆転現象が起きたことで市街
地となっている。
　磯が多かったということから磯原という地名が付い
たとされており、自然にとても恵まれて観光客で賑
わった町であった。しかし、東日本大震災時に被災し
た町の一つであり、約 5.0 ｍの津波による被害は大き
く、震災による死者は 10 名に達した。北茨城市市内
の人口 45,082 人の 10％に当たる約 5,000 人が避難生
活を送ることとなった。また、原子力発電所から近い
こともあり風評被害によって観光客は減少傾向にあ
る。
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　現在の磯原において町を支えている工業団地ではあ
るが、生活インフラで区切られているわけではなく、
町と工業団地のボリュームのスケール感の違いと団地
のように固まりができていることから、二つが別々に
町に存在しているようになっている。鉄道が通ってい
ることで、町が分断され西口と東口という分かれ方を
している。西口整理事業によって東口に対して西口は
ヒューマンなスケールから車のスケールへと変わって
いった。郊外からの利用者が増えることで大型店舗が
でき始めたため、現状では商店街に人が流れない状態
にあるが、地元の人々の情報交換の場として活用され
ている。
　今後の津波の予想、既存建築物の老朽化、耐震問題
など様々な要因から公共建築物が高台へと移転あるい
は、移転予定となっている。海と共にあった町ではあ
るが、海から逃れようと高台への移転が進む中で、本
来あった町としての軸が変化しようとしている。津波
エリアに住む人々が一番被害を受けるにも関わらず、
人々が避難することができるような高台となる高層建
築が存在しないため、災害拠点となる建築物がほとん
どない。避難拠点となる場所は津波被害が及ばない場
所に数多く存在しているが、海岸線沿いにある唯一の
消防本庁は津波時に一番影響を受ける場所にあり機能
しなくなる恐れがある。
　分断化されつつある磯原町における日常と非日常の
拠点地として、以下の３つの条件から選定していく。
・低地に住空間が集中している敷地
・津波想定ラインの境界となる敷地
・拠点としての潜在性が高い公共施設の存在
以上のことから敷地を磯原駅に設定していく。磯原駅
は近年の車社会化の影響もあり年々乗降者数が減少傾
向にあり駅としての機能が低下しつつある。そのた
め、町の中心でもある駅を拠点地とすることで、人々
が集う場へと変えていく。
　駅に対して津波浸水域に配置されている五つの公共
施設を複合化していき、町の拠点地へしていく。既存
の公共施設は津波浸水域に配置されているため、非日
常時に機能しなくなるだけでなく、市にとっての共有
財産もが流されてしまう危機があるため、移転するこ
とで保護していく。かつての町の中心地であった駅を
公共施設を複合化させることで人が集う地域拠点地と
して変えていき、町に人々がいる風景をつくってい
く。日常時の地域拠点地として認知が高まることで、
非日常時でも災害拠点地としても機能できるようにす
る。
鉄道によって磯原町に存在する様々な要素が分断され
ている。また、鉄道利用者が少ないため、本来の駅と
しての機能が低下しており、町の中のヴォイド的存在
となっている。駅 + 五つの公共施設を複合化したボッ
クスを中心に、様々な分断されている要素をつなぐ人
のためのインフラを通し、ボックスに集中させる。イ
ンフラとなるスラブに対して人々が利用できる機能を
付随させることで、人のための交通だけのインフラだ
けではなく、生活インフラとしても機能させる。
電車のスケールと津波を想定して 6 ｍのピロティを設
ける。ピロティを設けた結果できる上下の空間には、
山側には下層部に機能を集中させ、海側は上層部に機
能を集中させていくことで、非日常時でも機能するよ
うにする。
研究室指導教員であり、主査である下吹越武人教授に
は学部生時代から研究室の活動を通じて、ご指導を頂
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れた、親族にも本当に感謝しています。
『図説北茨城市史』北茨城市長　柴田章 / 精興社 /1983.3.25
2/3．分断化されつつある町（日常時）
2/3．分断化されつつある町（非日常時）
3．計画敷地の現状
4．プログラム
5-1．ダイアグラム 1
5-2．ダイアグラム 2
6．謝辞
7. 参考文献
N
磯原駅 北茨城市
消防本部
庁舎
北茨城市立
図書館
市民ふれあ
いセンター
北茨木市
商工会館
地域福祉交
流センター
site 磯原駅
西口
東口
公共施設
商店街
工業団地
通学路
